
令和４年
地盤沈下調査結果について
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資料１



１ 地盤変動調査（水準測量）
結果について
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（１）調査の概要

地盤沈下の状況を把握するため、昭和３５年度から
「一級水準測量」を毎年実施している。

• 調査期間：令和４年８月～令和５年1月

• 基準日：令和５年１月１日

• 調査機関：埼玉県、さいたま市、国土地理院

令和４年 令和３年

路線延長 996 km 1,139 km

水準点数 527 点 593 点

測量面積 2,868 km2 2,868 km2

2



3

松
伏
町

八
潮
市

蕨市
三芳町

和
光
市

桶川市
伊
奈
町

鶴ヶ島
市

志木市

秩父市

小鹿野町

皆野町

上里町
本庄市

深谷市

熊谷市

飯能市

ときがわ町

東秩父村

寄居町
長瀞町

美
里
町

鳩山町

越生町

毛呂山町

横瀬町

小川町

嵐
山
町

神川町

滑川
町

東松山市

吉見町

川島町

坂戸市

日高市

入間市

狭山市

所沢市

川越市
さいたま市

ふじみ
野市

富士見
市

朝霞市新
座
市

戸田市

川口市
草加市

三
郷
市

吉川市越谷市

春日部市

杉戸町宮
代
町

白岡市

蓮田市
上尾市

北本市

鴻巣市

行田市

羽生市

加須市

久喜市 幸手市

N
凡

例県

界

市
町
村
界

地

域

界

調
査
対
象
地
域

0 10 20 30 40 50 km

調査対象市町村数
① 東部地域 9
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④ 北東部地域 6
⑤ 比企地域 8
⑥ 北部地域 7

全体 56 ※鴻巣市は②中央部と④北東部にまたがる

①
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調査地域区分図

※埼玉県の市町村数は63（R5.1.1現在）



令和４年 埼 玉 県 地 盤 変 動 調 査 縮尺１：100,000

路 線 網 図

国土地理院

埼玉県

東京都

群馬県

栃木県

千葉県

さいたま市
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（２）調査結果の概要

• 令和４年の調査では年2 cm以上沈下した地域はな
かった。

• 最大沈下量は1.0 cm（深谷市新戒）であった。

• 調査対象地域全域では、前年と比較して沈下した
面積が増加し、北東部に年１ cm以上沈下も見られ
た。

沈下面積： 274.0 km2(R3) ⇒ 771.6 km2(R4)
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ア 調査地点の変動状況

有効点数
526

（591）

沈下 270
（101）

２cm以上 0 （0）

２cm未満 101 （101 ）

不動 5
（2）

隆起 251
（488）

※（ ）は前年（令和３年）

• 前年より沈下した点の割合が増加した。

17% (101/591、R3) ⇒ 51%(270/526 、R4)

• ２ｃｍ以上沈下した点はなかった。
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変動量別地点数分布状況



年間最大沈下量上位５地点

順
位

水準点番号 所在地（地域） 沈下量（cm）

1 53-14 深谷市新戒（北部） 1.0

2 仮30-01 加須市新川通（北東部） 0.9

3 2,025 加須市旗井（北東部） 0.9

3 62-01 加須市本郷（北東部） 0.9

5 54-05 加須市飯積（北東部） 0.8

※ 昨年（令和３年）は１～５位が県西部地域、県比企地域であった

（最大沈下量 日高市高麗本郷 1.1 cm）
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イ 地域別沈下量別面積
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区 分
地域名
調査面積
〔面積計測地域〕

１年間沈下量別面積〈km2〉

沈下㎝以上㎝未満 令和４年 ( 令和３年 )
東部地域 0 ～ -1 151.3 51.2% ( 9.9 3.3%)
295.7㎞２ -1 ～ -2 ― ―   ( ― ―   )

〔 295.7㎞２ 〕 隆 起 144.4 48.8% ( 285.8 96.7%)
中央部地域 0 ～ -1 209.8 41.0% ( 0.7 0.1%)

511.2㎞２ -1 ～ -2 ― ―   ( ― ―   )
〔 511.2㎞２ 〕 隆 起 301.4 59.0% ( 510.5 99.9%)
西部地域 0 ～ -1 91.2 20.5% ( 233.1 52.4%)
759.5㎞２ -1 ～ -2 ― ―   ( ― ―   )

〔444.5㎞２ 〕 隆 起 353.3 79.5% ( 211.4 47.6%)
北東部地域 0 ～ -1 229.9 58.6% ( 28.9 7.4%)

392.3㎞２ -1 ～ -2 0.3 0.1%   ( ― ―   )
〔 392.3㎞２ 〕 隆 起 162.2 92.6% ( 363.5 92.6%)
比企地域 0 ～ -1 1.3 1.6% ( 1.4 1.7%)
347.2㎞２ -1 ～ -2 ― ―   ( ― ―   )

〔 80.3㎞２ 〕 隆 起 79.0 98.4%   ( 78.9 98.3%   )
北部地域 0 ～ -1 87.9 87.1% ( ― ―   )
562.1㎞２ -1 ～ -2 ― ―   ( ― ―   )

〔 100.9㎞２ 〕 隆 起 13.0 12.9% ( 100.9 100%)
総括 0 ～ -1 771.3 42.3% ( 274.0 15.0%)

2868.1㎞２ -1 ～ -2 0.3 0.0% ( ― ―   )
沈下合計 1053.4 57.7% ( 274.0 15.0%)

〔1824.9㎞２〕 隆 起 1551.0 85.0% ( 1551.0 85.0%)
※ 面積計測地域面積：地盤変動面積の計測対象とした地域の面積



沈下状況（１年間）
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令和４年
R4.1.1～R5.1.1

1cm以上2cm未満



２ 地盤沈下・地下水位観測所に
よる観測結果について
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（１）観測体制（令和4年12月31日時点）

• 全38観測所 65井

• 地盤変動の観測（地盤沈下観測所）

16観測所 32井

（うち、14観測所30井はテレメーター観測）

• 管頭下水位の観測（地下水位観測所）

33観測所 64井

（うち、12観測所24井はテレメーター観測）
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※さいたま市所管分を含む。



調査対象地域沈下観測所

水位観測所

沈下・水位観測所
（赤丸はテレメーター設置観測所）

観測所位置図（令和4年12月31日時点）
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（２）観測結果（地盤変動量）
観測所 結果概要

浦和
・降雨に対応した変動を示しており、全体的にはやや膨張傾向で
推移。10月以降は、降水量が少なく、ほぼ一様な収縮傾向。
・年間1mm程度の膨張

越谷東
・６月から７月にかけて５㎜程度の収縮、８月以降は収縮と膨張を
繰り返しながらほぼ横ばい傾向で推移
・年間2mm程度の収縮

所沢
・緩やかな膨張と収縮を繰り返しながら、全体ではほぼ横ばいで
推移
・年間で１mm程度の膨張

鷲宮
・降雨に対応した小刻みな膨張・収縮を繰り返し。３月にやや大き
な膨張、８月に緩やかな収縮。
・年間で0.3mm程度の膨張
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（３）観測結果（管頭下水位）
観測所 結果概要

浦和
・６月下旬までは横ばいまたは緩やかな低下傾向。７月～８月は上昇と
低下を繰り返しながら推移。９月以降はゆるやかな上昇傾向で推移
・平均水位は前年に比べて１号井は0.67ｍ、２号井は1.00ｍ上昇

越谷東

・最も深い１号井は、緩やかな上昇傾向。他２井は類似した水位変動を
示しており、ほぼ横ばいで推移。
・平均水位は前年に比べて0.26ｍ（３号井）、0.35ｍ（２号井）、1.02ｍ（１
号井）の上昇

所沢
１号井は水位変動が乏しく、緩やかな上昇傾向で推移。２号井は年間を
通して小刻みな変動を繰り返しながら、緩やかな上昇傾向で推移。
・平均水位は前年に比べて２号井は0.93ｍ、１号井は0.88ｍ上昇

鷲宮

・最も浅い４号井は年間を通じての変動が小さく推移、３号井は変動量
は小さいが夏季に水位低下、２号井は１月から６月までは変動を繰り返
しながら緩やかな上昇傾向。１号井の水位は年間を通してほぼ横ばい。
・平均水位は前年に比べて0.06ｍ（４号井）、0.14ｍ（３号井）、
1.44ｍ（２号井）、0.47ｍ（１号井）上昇
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観測所
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鷲宮

観測所

変動量（mm） （月） 水位（m） （月）
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３ 地下水採取量
集計結果について
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（１）地下水採取規制
• 工業用水法

⇒さいたま市、川口市、草加市、蕨市、戸田市、八潮市

• 建築物用地下水の採取の規制に関する法律

（ビル用水法）

⇒さいたま市、川口市、蕨市、戸田市

• 埼玉県生活環境保全条例

⇒概ね八高線以東（さいたま市を除く）

• さいたま市生活環境の保全に関する条例

⇒さいたま市内
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第二種指定地域（９市町）

（熊谷市は、第一種、第二種指定地域にまたがっている）

第一種指定地域、さいたま市（計41市町）

N

工業用水法指定地域 ６市
（ただし、川口市・さいたま市は一部）

ビル用水法指定地域 ４市
（ただし、さいたま市は一部）

●埼玉県生活環境保全条例、さいたま市生活環境の保全に関する条例
（計49市町）

（２）地下水採取規制の対象地域
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法・条例 工業用水法 ビル用水法 埼玉県生活環境保全条例

規制対象用途 工業用 建築物用 全用途※１、２

規制対象地域

さいたま市の一部、
川口市の一部、草加
市、蕨市、戸田市、八
潮市

さいたま市、川口市、
蕨市、戸田市

第一種指定地域
（４０市町）

第二種指定地域
（９市町）

規制対象
区分

【揚水機
の吐出口
断面積】

21cm2超 設置不可 設置不可 設置不可※３ 設置不可※３

21cm2以下
～6cm2超

許可 許可 許可 届出

6cm2以下 規制対象外 規制対象外 届出 規制対象外

※１ 条例の解釈の指針で７用途に区分（工業用、建築物用、その他、農業用、水産養殖業用、
水道事業用、非常災害用）

※２ 次の揚水施設については適用除外（条例102条）
① 家庭用の揚水施設で揚水機の吐出口の断面積の合計が6cm2以下のもの
② 農業用（かんがい用に限る）でストレーナーの位置が地表面下30m以浅のもの
③ 法令で規制されているもの

※３ 非常災害用等公益上の目的、農業用及び水産養殖業用の揚水施設に係る基準には特例あり

（３）法及び条例の規制内容
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用途

地域別

水道
事業用

建築物用 工業用 農業用
水産

養殖業用
非常

災害用
その他 計

東 部 地 域 43.1(49.6) 3.3(3.3) 7.9(8.9) 0.2(0.2) 0.1(0.1) 0.2(0.1) 2.5(1.8) 57.3(64.0) 

中央部地域 108.3(126.8) 4.8(4.9) 20.3(21.1) 10.2(7.1) 0.1(0.1) 0.7(0.7) 6.8(7.8) 151.2(168.5) 

西 部 地 域 109.9(109.5) 12.1(11.4) 31.7(33.3) 39.7(34.9) 3.5(3.6) 0.0(0.0) 4.9(5.8) 201.8(198.5) 

北東部地域 45.1(48.1) 2.8(2.9) 16.8(17.3) 18.3(12.1) 1.9(1.9) 0.0(0.0) 2.5(2.7) 82.4(85.0) 

比 企 地 域 22.0(18.7) 0.7(0.6) 4.7(2.8) 0.2(0.1) 0.0(0.0) 0.0(0.0) 0.9(0.5) 28.5(22.7) 

北 部 地 域 125.3(123.1) 3.2(3.9) 41.0(42.1) 12.6(4.2) 3.7(3.6) 7.9(8.0) 3.4(3.1) 197.1(188.0) 

計
453.7(475.8) 26.9(27.0) 122.4(125.5) 76.2(58.6) 9.3(9.3) 8.8(8.8) 21.0(21.7) 718.3(726.7) 

63.2%(65.5%) 3.7%(3.7%) 17.0%(17.3%) 10.6%(8.1%) 1.3%(1.3%) 1.2%(1.2%) 2.9%(3.0%) 100.0%

24

（４）地下水採取量（報告値）
単位 千㎥/日

※ （）内は令和3年次地下水採取量

• 令和４年の採取量は前年（令和３年）から２％減。

• 地域別では東部、中央部、北東部で採取量が減少。

• 用途別では主に水道事業用が減少、一方農業用が増加。



４ 地盤沈下、地下水位、
地下水採取量の推移
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地盤沈下防止等対策要綱の概要



地域別沈下量面積（年２ｃｍ以上）
経年変化図
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地下水採取量経年変化図
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地域別単位面積当たり日採取量
経年変化図
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令和５年
地盤沈下調査について
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（１）地盤変動調査
• 調査期間：令和５年８月～

• 基準日：令和６年１月１日

• 調査機関：埼玉県、さいたま市、国土地理院

令和５年 令和４年

路線延長
996 km

（県814km）
996 km

（県814km）

水準点数 527 点 527 点

測量面積 2,868 km2 2,868 km2

32



令和５年 埼 玉 県 地 盤 変 動 調 査 縮尺１：100,000

路 線 網 図

国土地理院

埼玉県

東京都

群馬県

栃木県

千葉県

さいたま市
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（２）令和５年の観測体制について

• 全38観測所 65井

• 地盤変動の観測（地盤沈下観測所）

16観測所 32井

（うち、14観測所30井はテレメーター観測※１，２）

• 管頭下水位の観測（地下水位観測所）

33観測所 64井

（うち、12観測所24井はテレメーター観測※１）

34

※さいたま市所管分を含む。

※１ 令和７年度までに浦和、越谷東、鷲宮、所沢の４観測所を除く観測所について、

順次テレメーター観測から毎時測定データを月１回回収する方針としている。

（令和３年度埼玉県地盤沈下対策調査専門委員会にて報告）

※２ 越谷及び久喜観測所は、機器類の故障により一時休止中

復旧後は上記方針（※１）にそって毎時測定データを月１回回収する方式に変更予定
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調査対象地域沈下観測所

水位観測所

沈下・水位観測所
（赤丸はテレメーター設置観測所）

観測所位置図（令和5年1月1日時点）
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